
千葉県中小企業団体中央会 6

Chushokigyo-chiba

業
務
効
率
化
の
た
め
の
学
校
給
食
事
業
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発

福
島
県
パ
ン
協
同
組
合

テ
ー
マ

Ｉ
Ｔ
経
営
（
運
営
）

　
組
合
員
と
組
合
の
た
め
の
学
校
給

食
用
パ
ン
並
び
に
米
飯
の
委
託
加
工

業
務
に
関
す
る
﹁
学
校
給
食
事
業
総

合
管
理
シ
ス
テ
ム
﹂
を
開
発
し
、
学

校
給
食
に
関
連
す
る
業
務
効
率
化
・

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
。

全国先進組合事例

背
景
と
目
的

活
動
の
成
果

事
業
・
活
動
の
内
容

　 福島県パン協同組合
住　所：〒960-8063
　　　　福島県福島市柳町1番11号
設　立：昭和28年7月
出資金：4,704千円
電　話：024-523-1234
ＵＲＬ：http://www.pankumi.com/
業　種：製パン業
組合員：57人
組合専従者：2人

　

当
組
合
で
は
、
財
団
法
人
福
島
県
学

校
給
食
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
組
合

員
が
行
う
学
校
給
食
用
パ
ン
及
び
米
飯
の

加
工
の
数
量
、
使
用
し
た
材
料
等
を
組
合

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
報
告
さ
せ
、
学
校
給
食
会
へ

報
告
を
行
う
と
と
も
に
学
校
給
食
会
と

組
合
員
間
が
集
計
し
精
算
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

　

従
来
、
組
合
員
は
毎
月
報
告
書
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
・
ク
ラ
ス
別
に

商
品
・
注
文
数
を
記
入
し
、
パ
ン
・
米
粉

パ
ン
・
加
工
パ
ン
等
の
商
品
別
に
様
式
を

分
け
て
手
書
き
で
作
成
し
て
お
り
、
報
告

内
容
も
細
か
い
こ
と
か
ら
報
告
業
務
に
手

間
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
組
合
員
と
組
合
の
学
校
給
食

に
関
連
す
る
業
務
効
率
化
・
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
た
め
「
学
校
給
食
事
業
総
合
管

理
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
た
。

　

当
組
合
が
開
発
し
た
「
学
校
給
食
事

業
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
組
合
員
が

手
書
き
で
作
成
し
て
い
る
加
工
報
告
書
、

請
求
書
、
材
料
等
の
受
払
台
帳
等
を
ブ

ラ
ウ
ザ
で
入
力
・
管
理
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ
ー
に
よ
り

組
合
事
務
局
が
行
っ
て
い
る
報
告
書
集

計
・
報
告
業
務
、
精
算
業
務
及
び
学
校

給
食
加
工
賃
・
輸
送
費
等
の
一
覧
表
の
作

成
等
を
自
動
で
集
計
し
、
デ
ー
タ
蓄
積

等
を
行
う
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
概
要
図
の
と
お
り
、
こ
の
２

つ
の
シ
ス
テ
ム
を
組
合
と
組
合
員
と
の
間

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
Ｖ
Ｐ
Ｎ
接

続
さ
れ
、
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
行
っ
て

い
る
。
組
合
員
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
環
境
が
整
っ
て
い
る
だ
け
で
当
シ
ス
テ

ム
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
導
入
等
の
新
た
な
設
備

投
資
が
不
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
導
入
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る
。

　

当
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
本

格
的
に
導
入
、
稼
働
さ
れ
た
が
、
同
年
３

月
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
当
初
組

合
員
10
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
当
シ
ス
テ
ム
を
組
合
員
へ
普
及
す

る
た
め
、
数
々
に
わ
た
る
説
明
会
を
実
施

し
、
現
在
ま
で
に
組
合
員
30
社
が
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
導
入
以
降
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

シ
ス
テ
ム
を
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
と
す

る
た
め
の
機
能
追
加
等
も
行
っ
て
い
る
が

組
合
員
の
Ｉ
Ｔ
化
レ
ベ
ル
に
は
温
度
差
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
シ
ス
テ
ム
を
組
合
主

導
に
よ
り
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
組

合
員
の
Ｉ
Ｔ
環
境
が
整
い
、
そ
の
後
そ
れ

ぞ
れ
の
組
合
員
に
お
い
て
、
通
常
業
務
に

Ｉ
Ｔ
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
当
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

組
合
職
員
の
事
務
処
理
に
割
か
れ
て
い
た

多
く
の
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
ひ
い
て
は
、
組
合
の
既
存

事
業
の
活
性
化
方
策
や
新
規
共
同
事
業

（
徳
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
共
同
事
業
）
に

つ
い
て
も
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
組
合
員
企
業
の
経
営
合
理
化

に
一
層
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

▲�学校給食事業総合管理
　システム概要図

▲ ログイン画面




